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鏡ケ丘記念館(県重宝)
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自学自習
規律ある自由
体力の増進

本校は令和5年度に創立百四十年を迎えた、歴史

と伝統を誇る県下屈指の進学校です。

「文武両道」のもと、「持って生まれたものを深く

さぐって強く引き出す人」を目指す人間像として掲

げてし〉まず。

本校での3年間は「知」を磨くことはもちろんで

すが、同時に「徳」「体Jの充実を図る時期です。

授業や学校行事、部活動などは「知」「徳」「体」の

力を育み、生徒一人一人が背骨のしっかりとした自

己確立や自己実現を目指すためのものでず。それは

高村光太郎が詩のなかで書いているよラに、自ずと

「天からうけたものを天にむくしXる人」になること

でちあるのです。

また、郷土の生んだ明治期の偉大な言論人陸掲南

の「名山出名士此語久相傳試問廣城下誰人天

下賢」の詩を大切にし、この言葉を自らに問い答えを

見いだし行動する人になるよう願っています。この

ような校風のなかで学んだ卒業生は、令日様々な分

野で日本のみならず世界を舞台に活躍しています。

さ笑ム《んほ
石倉守拙(金庫)書
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1ギk6年度教育課程
J

各教科’科目
標準
単位

令和6年度生

第1学年

令和5年度生

第2学年

文類型

現代の国語I 2

言語文化I 2

2

3

令和4年度生

第2学年

理類型 文類型 理類型

論理国語I 4

文学国語I 4

2 2 2 2

古典探究I 4

地理総合I 2

3 3

1

3 2

2

地理探究I 3

歴史総合I 2

3-

2

3っ

2 -3

日本史探究I 3

世界史探究I 3

3�

2 卜3

3づ

3」

公 共 2

倫 理 2

2

3」5-]

政治.経済I 2

倫理探究

4̶i

政治‘経済探究

数学 I 3 3

き 15-1

5(

h 5

数 学 n 4

数学 m I 3

1 4 4 3

数学 A ¦ 2

数学 B ¦ 2

2

1

1

数学 C 2

物理基礎I 2 2

1

1

1

2

1

物 理 4

化学基礎I 2 2

2-i

Iヒ 学 4

生物基礎I 2 2

2 h 2

生 物

理科基礎探究

4 2」

1

化学基礎探究

2

体 育7-8

保 健 2

3

1

2 2

2っ

2

1

音 楽 I

美術

2

I 2

1-

1+ 1

1

卜2

1 -I- 1

書 道 I 2

芸術探究

1- 1-

1 + 1

1 _

鶏コミュこケ-シヨン1I 3

英■コミュこケ-シヨンn i 4

4

2」

4

英旧ミ】こケ-シヨンm 4

論理・衰現I 2 2

4

4

論理.表現n I 2

論理.盡現m I 2

2 2

家庭基礎I 2

情報 I 2

2

2

2

総合的な探究の時間

科目単位合計

IぼI

備考:

ホームルーム活動

1

33

35

1

2

1

\- 4

4-1

4J

5

1

1

4�

5

4

4

2

4

2

1

33

35

33

35

33

35 35

33

[政治.経済探究j 、 「倫理探究」、「理科基礎探究j 、【生物基礎探究」、「化学基礎探究J

及び「芸術探究jは学校設定科目である。
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・高総体卷進路講話

,校内総体♦教養講座

校内総体

■糊

弓ム高祭

夏季休業

弘高祭
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卷令和6年3月卒業生(230名)進路状況

進 路

進

学

合格者数

男I女I計
国立大学

公立大学

進学者数

男

74 I 67 I 141 I 71 I 62 I 133

1

私立大学

四年制大学計

2 3

女計

0 2

58 I 56 I 114 I 16 I 21 ¦ 37

1331 125 I 258 I 87 ¦ 85 ¦ 172

の他

進 学計

0 4

2

4

1331 129 I 262 I 87 I 88 I 175

就 職

その他

0 0

0 3 3

0

卒業生総数

0 0 0

30

117

25

113

55

230

♦令和6年度大学入試主な大学合格者数

道北 海 大 2 3

教大旭川北

教大函館北

弓ム 前 大 6761 6

岩 大 88

東 北 大 32 2 34

宮城 教育大

大秋 田 2

大Ill 形 2 2

大福 島
国

城 大

筑 波 大 22
公

埼 玉 大 33

千 葉 大 55
立

お茶の水女子大

信大電気 通 2 2

大 京 大東 2 3

京学芸 大東 2

学 東京 農 ェ大

横浜 国立 大 3 4

潟 大 6新 5 1

富 Lil 大

信 州 大

都京 大 2 2

京都ェ芸繊維大

島 大広

Sll路 公立 大

秋田公立美大

茨城県立医療大

私

立

大

学

岩 医 大

東北医薬大

現役

1

2

駒 漫 大

中 央 大

5

2

東 海 大

東 京 麗 大

7

2

東 京 理 大

a 本 大

2

10

法 政 大

明 治 大

8

2

立 教 大

早 稲 田 大

1

3

過年度

1

3

1

1

1

1

2

2

2

5

5

3

7

2

2

11

9

3

3

5

部 活 動

「文武両道」をモツ�\一にする弓ム前高校には、体

育系・文化系とも数多くの部活動があり、毎日活発

な活動が行われています。令和5年度は、柔道部-

ソフトテニス部・ポウリング部・演劇部・囲碁部・

将棋部・書道部・放送局が全国大会に進むなど、運

動部’文化部共に県内外において、めざましい活躍

がありました。
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i硬式野球 ’。柔道

軟式野球 、弓道

サッカー 空手道

八‘kボー)レ水泳

バドミントン卓球

テニス 陸上競技

ソフトテニス

バが1ツbボi

ボウリング

剣道

春演劇

◎書道

文化系

,茶道

<文芸

fJRC

<囲碁

A美術

l合唱

I軽音楽

<将棋

を写真

同好会・校内団体

礁百科クラブ <競技科学クラブ

iホームメイド離子曹

サブカルチャー同好会

Of‘

♦吹奏楽

.3自然科学

! H

♦ダンス

-放送

:\
⑤

,t
̃i,

s

■狂
i:': /

夕■g紋放@すノ；gt

ゾヴメ

修メディアクリエイト

i Englishクラブ

s
・
-
.
;
'
»

も
⑧ゼ

式学入



in ♦2年修学旅行 11 ♦課題
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毎年7月に行われる「弘高祭」。J

� その中でち最も注目を集めるのがI

,か「弘高ねぶた」です。2週間弱でI

ffv�作り上げたねぷたは、弘高祭初日I

に運行されます。「弘高ねぷた」を作りたいから弘高に入学したという生徒もa

多く、1年のラちで最も熱く燃え上がる行事でもありまず。メインストリートs

を練り歩く生徒たちのェネルギッシュな表情は、正に「弓ム高魂」そのちのです。I

伝統行事
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t校施設紹力ム 図書室や図書ホール・進路ホールをはじめとした

J自学自習が可能なスペースを十分に備えており、必

要に応じて教員へ学習内容について質問や面談などを行えるスペース、食堂が併設された宿泊合宿が可能な

施設「北斗館」、充実したトレーニング機材が撤うトレーニング室など、主体的に自分を高め、進路達成を

目指す生徒の意欲に対応ずることができる環境があります。
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ご案内図

青森県立弘前高等学校

〒036-8558青森県弘前市新寺町1番地1

TEし0172̶32̶0251 -32-0252

FAX 0172-32-3227

公式ホームページ

http://www.hirosaki-h.asn.ed.jp/
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